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親
鷲
筆
『
阿
爾
陀
経
』
 
『
観
無
量
詩
経
』
の
漠
字
音
に
つ
い
て

A
 
S
t
u
d
y
o
n
t
h
e
1
3
t
h
-
C
e
n
t
u
r
y
K
a
n
j
i
 
P
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n

i
n
S
h
i
n
r
a
n
'
s
A
m
i
d
a
-
k
y
o
a
n
d
K
a
n
m
u
r
y
o
j
u
-
k
y
o

佐
　
　
々
　
　
木

I
s
a
m
u
 
S
A
S
A
K
I

負

T
h
e
p
u
r
p
o
s
e
o
f
t
h
i
s
s
t
u
d
y
i
s
t
o
d
e
s
c
r
i
b
e
g
o
-
o
n
(
節
叫
)
,
a
J
a
p
a
n
e
s
e
v
a
r
i
a
n
t
o
f
a
s
y
s
t
e
m
o
f
C
h
i
n
e
s
e
p
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
,
u
s
e
d
i
n
e
a
r
l
y
1
3
t
h
-
c
e
n
t
u
r
y
J
a
p
a
n
.

T
h
e
o
r
i
g
i
n
a
l
t
e
x
t
s
u
s
e
d
i
n
t
h
i
s
s
t
u
d
y
a
r
e
t
h
e
A
m
i
d
a
-
k
y
o
a
n
d
t
h
e
K
a
n
m
u
r
y
o
j
u
-
k
y
o
.
T
h
e
s
e
t
e
x
t
s
w
e
r
e
t
r
a
n
s
c
r
i
b
e
d
a
r
o
u
n
d
1
2
0
0
b
y
S
h
i
n
r
a
n
(
1
1
7
3
-
1
2
6
2
)
,

w
h
o
i
s
r
e
g
a
r
d
e
d
a
s
o
n
e
o
f
t
h
e
g
r
e
a
t
e
s
t
m
e
n
o
f
r
e
l
i
g
i
o
n
i
n
J
a
p
a
n
.
T
h
e
k
a
n
a
a
n
d
a
c
c
e
n
t
m
a
r
k
s
a
d
d
e
d
b
e
s
i
d
e
t
h
e
k
a
n
j
i
i
n
t
h
e
t
e
x
t
s
i
n
d
i
c
a
t
e
t
h
e
k
a
n
j
i

p
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
u
s
e
d
a
t
t
h
e
b
e
g
i
n
n
i
n
g
o
f
t
h
e
1
3
t
h
c
e
n
t
u
r
y
.
T
h
e
s
e
k
a
n
a
a
n
d
a
c
c
e
n
t
m
a
r
k
s
s
h
o
w
t
h
a
t
m
o
s
t
o
f
t
h
e
k
a
n
j
i
u
s
e
d
i
n
t
h
e
t
e
x
t
s
w
a
s
p
r
o
n
o
u
n
c
e
d

i
n
 
g
0
-
o
n
.

B
a
s
e
d
o
n
t
h
e
k
a
n
j
i
i
n
d
e
x
t
o
 
t
h
e
B
u
s
s
e
t
s
u
A
m
i
d
a
-
k
y
o
 
a
n
d
t
h
e
K
a
n
m
u
r
y
o
j
u
-
k
y
o
(
a
l
r
e
a
d
y
p
u
b
l
i
s
h
e
d
i
n
t
h
r
e
e
p
a
r
t
s
i
n
t
h
e
B
u
l
l
e
t
i
n
 
o
f
H
i
j
i
y
a
m
a

W
o
m
e
n
'
s
J
u
n
i
o
r
 
C
o
l
l
e
g
e
2
7
(
1
9
9
2
)
-
2
9
(
1
9
9
3
)
)
,
t
h
e
p
r
e
s
e
n
t
w
r
i
t
e
r
h
a
s
m
a
d
e
a
d
e
t
a
i
l
e
d
d
e
s
c
r
i
p
t
i
o
n
o
f
t
h
e
k
a
n
j
i
p
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
i
n
t
h
e
s
e
t
w
o
B
u
d
d
h
i
s
t

s
c
r
i
p
t
u
r
e
s
.

二
　
は
じ
め
に

き
た
。
「
正
倉
院
文
書
」
に
も
'
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

読
請
の
際
は
、
音
読
・
訓
読
の
両
様
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
両
様
の
読
み
を

示
し
た
訓
点
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
字
の
音
で
通
し
て
読
ま
れ
て
い
る
資

『
阿
弼
陀
鐙
』
r
観
無
量
壽
経
』
は
'
奈
良
時
代
以
来
へ
浄
土
宗
諸
宗
で
重
視
さ
れ
て
　
　
料
は
'
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
し
か
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
親

親
鷲
筆
r
阿
甜
陀
経
L
 
r
観
無
量
等
足
し
　
の
漠
字
書
に
つ
い
て



佐
々
木
　
　
　
勇

(
1
)

鸞
筆
の
「
阿
弼
陀
鐙
二
観
無
量
壽
鐙
』
は
、
そ
の
最
古
の
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
筆
『
阿
蒲
陀
座
し
『
観
無
量
壽
経
』
は
、
親
鸞
(
二
七
三
-
一
二
六
二
)
に
よ

っ
て
、
一
二
〇
一
～
二
二
〇
五
年
こ
ろ
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
軍

こ
の
経
の
本
文
の
多
く
の
漢
字
に
は
、
漢
字
の
ア
ク
セ
ン
ト
(
声
調
)
を
示
す
声
点

と
、
片
仮
名
と
が
、
こ
れ
も
親
鸞
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
漠
字
音
注
は
、

鎌
倉
時
代
初
期
の
日
本
呉
音
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

仮
名
普
注
は
、
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
経
文
読
講
の
音
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
点
で
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
資
料
の
声
点
は
、
異
音
声
調
を
示
し
て
お
り
、
四
声
体
系
で
加
点
さ
れ
て

キ
フ

い
る
。
清
濁
を
区
別
し
、
入
声
に
つ
い
て
は
、
「
急
」
(
舌
内
入
声
と
入
声
の
促
音
)
と

「
野
(
喉
内
入
声
・
唇
内
入
声
)
と
を
区
別
す
る
親
鸞
独
自
の
も
の
で
あ
軍
こ
の
声

点
に
よ
っ
て
、
当
時
の
漠
字
音
の
声
調
・
清
濁
・
連
濁
の
実
態
・
入
声
の
発
音
の
方
法
・

入
声
の
促
音
化
の
実
態
な
ど
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
鎌
倉
時
代
の
日
本
漢
字
音
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
本
資
料
は
、

浜
字
音
資
料
と
し
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
利
用

の
便
を
は
か
る
た
め
、
私
は
か
つ
て
、
漠
字
音
注
が
存
す
る
漢
字
の
漢
字
索
引
を
作
成

(
-
)

し
、
研
究
資
料
と
し
て
公
表
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
研
究
篇
に
あ
た
る
。

三
、
仮
名
音
注

二
、
漠
字
音
の
訓
点
の
種
類

本
資
料
の
漠
字
音
注
は
、
仮
名
音
注
と
声
点
と
で
あ
る
。
反
切
注
・
類
音
字
注
は
、

無
い
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

仮
名
音
注
は
、
少
な
い
。
左
に
掲
げ
る
も
の
が
、
そ
の
総
て
で
あ
る
。

(
出
現
順
に
挙
げ
た
。
(
　
)
内
は
、
所
在
。
詳
し
く
は
、
先
掲
の
漢
字
索
引
参
照
。
)

〔
水
〕
求
(
去
濁
)
水
シ
ヰ
反
(
上
)
　
(
三
2
)

〔
漱
〕
水
シ
ヰ
反
(
上
)
漱
ソ
タ
反
・
シ
ユ
反
軍
)
ロ
(
平
)
　
(
三
3
)

〔
汚
〕
汚
オ
反
(
平
〓
去
)
　
(
五
4
)

〔
賠
〕
醇
テ
ィ
反
(
去
)
泣
(
入
些
　
(
七
6
)

〔
泳
〕
普
(
去
)
起
(
平
)
泳
ヒ
ョ
ウ
反
(
平
)
想
(
一
四
7
)

〔
方
〕
　
二
人
琶
一
方
ホ
ウ
(
去
)
面
(
平
)
(
一
五
2
)
　
八
(
入
急
)
方
ホ
ウ
竺
去
二
一
五
2
)

〔
鼓
〕
鼓
コ
反
(
平
)
　
二
六
2
)

〔
粗
〕
名
為
粗
シ
ヨ
反
(
去
)
見
(
〓
ハ
6
)

〔
孟
〕
　
百
種
(
平
)
重
工
反
(
平
)
　
(
一
九
5
)

〔
己
〕
自
見
己
コ
反
(
平
)
身
(
去
)
　
(
五
一
8
)

〔
壮
〕
壮
シ
ャ
ウ
反
サ
ウ
雲
上
)
士
(
平
前
)
　
(
五
四
4
)

〔
追
〕
不
達
ク
ワ
ウ
反
(
上
)
　
(
五
九
6
)

〔
鶴
〕
自
(
入
濁
急
)
鶴
カ
タ
受
入
提
)
孔
喜
雀
(
入
渇
望
　
(
⑤
1
)

〔
狙
〕
雉
(
平
)
狙
シ
ヨ
反
(
上
)
悌
(
㊥
6
)

〔
宿
〕
宿
シ
ウ
反
・
シ
ユ
反
(
平
)
王
(
去
)
備
(
⑬
1
)

複
数
の
読
み
が
あ
る
字
(
「
宿
」
「
壮
」
「
方
ホ
ウ
・
ハ
ウ
」
な
ど
)
、
ま
た
は
紛
ら
わ
し

い
字
(
「
己
」
と
「
巳
」
、
「
汚
」
と
「
汗
」
な
ど
)
、
た
字
(
「
汰
」
「
賠
」
な
ど
)
　
に
加

点
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



親
鸞
は
、
仮
名
普
注
に
「
(
片
仮
名
)
反
」
の
形
式
を
用
い
て
い
る
。
本
資
料
も
そ
の

(
5
)

一
つ
で
あ
る
。

四
、
声
点

口
融
□
謹
□
融

漂
い

寂
㌔

呑
属
-

1
　
声
点
の
形
式

本
資
料
の
声
点
の
形
式
は
、
a
・
b
一
C
…
d
-
の
四
種
類
で
あ
る
。
声
点
加
点

親
鸞
は
、
多
く
の
写
本
に
声
点
を
加
点
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
、
右
の
よ
う
な

(
6
)

独
自
の
も
の
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

例
の
若
干
を
、
つ
ぎ
に
挙
げ
る
。

a
・
　
菩
　
薩
.
(
二
3
)

b
一
一
行
　
列
　
(
二
八
6
)

C
…
　
八
　
尺
…
(
四
三
5
)

d
ト
　
本
　
国
-
(
望
ハ
7
)

忘
.
失
.

自
一
絶
-

具
　
足
…

千
　
劫
↑

声
点
の
形
式
を
加
点
位
置
を
区
別
し
て
整
理
す
る
と
、

(
六
二
5
)

(
七
6
)

二
五
2
)

(
五
五
5
)

次
の
通
り
で
あ
る
。

□
∴
□
　
□
　
□

漢
字
の
四
隅
へ
の
加
点
は
、
左
下
隅
か
ら
右
回
り
に
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入
声
に
対

応
す
る
。
こ
れ
は
日
本
呉
音
資
料
の
中
心
的
な
声
調
体
系
で
あ
る
四
声
体
系
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
…
と
↑
と
は
入
声
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

右
は
、
非
常
に
希
な
形
式
で
あ
る
が
、
本
資
料
所
載
の
左
の
点
図
と
一
致
す
る
も
の

で
あ
る
(
西
本
願
寺
本
「
唯
信
抄
』
・
専
修
寺
本
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
に
も
同
様
な
点
図

が
親
鷲
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
)
。

親
鸞
筆
1
阿
蒲
陀
學
二
観
無
量
詩
経
L
　
の
漠
字
音
に
つ
い
て

2
　
『
贋
韻
』
声
調
と
の
対
応
関
係
.

本
資
料
の
声
点
か
ら
知
ら
れ
る
声
調
を
、
『
廉
韻
』
の
声
調
と
比
較
し
て
み
る
。
鎌
倉

時
代
初
期
の
異
音
資
料
の
声
調
の
概
要
を
見
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
従
来
の
研
究
と

比
較
す
る
た
め
で
あ
る
。

異
音
声
調
は
、
直
前
の
字
の
声
調
の
影
響
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た
め
、
句
頚
の
字
に

限
っ
て
調
査
し
た
。
梵
語
書
写
字
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
『
廉
韻
』
入
声
字
に
は
、
原
則

(
7
)

と
し
て
入
声
点
が
加
点
さ
れ
る
た
め
省
略
し
た
。
整
理
の
結
果
は
、
表
1
の
よ
う
に
な

る
。

表
1
　
本
資
料

平
廣

韻

平 去 上 平
本

書

二

二

例
五
五

五
二

~
八 数



佐
々
木計

去 上

去 上 平 去 上

四
_

一

七
〇 八 四

二
二

二
二

表
2
　
三
一
帖
和
讃
L

右
の
表
1
か
ら
知
ら
れ
る
主
な
点
は
、
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

①
『
廣
韻
』
　
の
平
声
字
を
去
声
と
し
、
『
廉
韻
L
の
上
声
・
去
声
字
を
平
声
と
し
た
例

が
多
い
。

②
本
資
料
に
は
、
全
体
的
に
上
声
の
例
が
少
な
い
。

①
は
、
日
本
異
音
の
声
調
と
『
廉
韻
』
声
調
の
対
応
関
係
の
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
資
料
の
声
点
が
、
呉
音
の
声
調
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
。
『
廣
韻
』
と
同
一
望
戸
調
を
示
す
声
点
の
加
点
例
数
は
、
全
体
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
ほ

ど
で
あ
る
。

こ
の
割
合
は
、
保
延
二
年
二
一
三
六
)
写
『
法
華
経
単
字
』
を
境
に
、
十
⊥
一
十

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
、
四
十
～
五
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
一
致
率
を
示
し
て
い
た
も
の
が
、
こ
れ
を
境
に
.
「
整
備
さ
れ
た
」
と
い
う
も
の

(
8
)

で
あ
る
。
本
資
料
は
そ
れ
以
後
の
加
点
で
あ
っ
て
、
「
整
備
さ
れ
た
」
呉
普
声
調
を
反
映

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
親
鸞
の
他
資
料
で
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
左
に
、
三
一
帖
和
讃
』
に
つ
い

(
9
)

て
の
調
査
を
高
松
政
雄
の
論
文
か
ら
引
用
す
る
。
語
頭
の
字
に
限
っ
た
調
査
で
あ
る
。

計

去 上 平
廣

韻

去 上平 去 上 平 去 上 平
本

書

二
六 一 七

四
五 四 四 ー

例

六 三 ○ 七 三 七 七 九 六 数

人
証
)
　
*
　
一
音
節
の
も
の

*
*
　
二
音
節
の
も
の

「
②
本
資
料
に
は
、
全
体
的
に
上
声
の
例
が
少
な
い
」
は
、

日
本
異
音
の
声
調
に

(
1
0
)

本
来
、
上
声
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
根
拠
と
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。
本
資
料

の
よ
う
に
、
比
較
的
古
い
呉
書
資
料
に
は
、
上
声
の
加
点
例
が
極
め
て
少
な
い
。

右
の
調
査
の
範
囲
で
、
本
資
料
の
上
声
加
点
の
具
体
例
は
、

a
　
「
廣
韻
L
平
声
1
上
声

〔
渠
〕
渠
(
上
〓
去
)
下
(
平
漏
)
　
(
二
〇
6
)

〔
如
〕
如
(
上
)
　
(
三
九
5
)

b
　
「
廣
韻
L
上
声
1
上
声

〔
不
〕
不
(
上
)
可
(
平
)
　
(
四
4
)
　
不
(
上
)
宜
(
上
前
二
五
5
)

〔
娩
〕
娩
(
上
)
轄
(
上
濁
)
　
二
九
6
)

次
の
通
り
で
あ
る
。



〔
水
〕
水
(
上
)
鳥
(
上
)
　
(
四
二
1
)

C
　
「
廣
韻
」
去
声
1
上
声

〔
二
〕
二
(
上
)
十
五
(
上
前
)
由
(
上
)
旬
(
一
九
4
)

呉
音
形
が
一
音
節
の
字
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
項
で
述

べ
る
。

3
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
割
合

日
本
呉
音
で
本
来
去
声
で
あ
っ
た
字
が
上
声
に
な
る
こ
と
を
、
上
声
化
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
。
日
本
異
音
の
去
声
字
の
内
、
一
音
節
の
も
の
は
、
上
接
字
の
声
調
の
影
響
に

よ
ら
な
く
と
も
上
声
化
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
顕
著
に
な
り
、
鎌

(〓)

倉
時
代
中
期
に
は
、
ほ
ば
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
の
一
音
節
去
声
字
は
、
大
部
分
が
去
声
の
ま
ま
で
あ
り
、
上
声
化
し
て
い
な

い
。
句
頭
の
例
に
限
っ
た
調
査
で
は
、
去
声
-
一
〇
九
例
、
上
声
-
五
例
で
あ
る
。
こ

(
1
2
)

れ
は
、
鎌
倉
極
初
期
の
字
音
直
読
資
料
の
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
引
の
親
鸞
三
帖
和
讃
L
に
つ
い
で
の
調
査
(
表
2
)
で
は
、
一
音

節
字
の
上
声
化
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
r
三
帖
和
讃
L
は
、
貿
治
二
年
(
一
二
四
八
)

に
「
浄
土
和
讃
」
「
浄
土
高
僧
和
讃
」
、
正
畢
一
年
(
一
二
五
八
)
に
「
正
像
末
法
和
讃
」

(
1
3
)

の
原
本
が
つ
く
ら
れ
、
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
対
象
資
料
で
あ
る
1
阿
蒲

陀
裡
二
感
無
量
壽
學
と
は
、
四
、
五
十
年
の
開
き
が
あ
る
。
こ
の
間
に
、
親
鸞
個
人

の
中
で
漢
字
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
四
、
五
十
年
間
は
、

一
書
節
去
声
字
の
上
声
化
が
著
し
く
進
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
同
l
人
の
漢
語
ア
ク
セ
ン

ト
が
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
親
鸞
加
点
資
料
の
内
、
比
較
的
多
く
の
声
点
加
点
が
見
ら
れ
る
資
料
の
上

声
化
の
様
子
を
く
ら
べ
て
み
る
。
比
較
し
た
の
は
、
次
の
資
料
で
あ
る
。

親
鸞
筆
『
阿
弼
陀
學
二
観
無
量
詩
経
-
の
漢
字
音
に
つ
い
て

A
 
r
阿
璃
陀
鐙
L
 
l
観
無
量
詩
経
』

(
一
二
〇
一
～
一
二
〇
五
年
頃
)
　
<
本
資
料
>

B
革
稿
本
1
教
行
信
託
L

C
　
コ
二
帖
和
讃
し

一
D
専
修
寺
本
1
唯
信
砂
L

比
較
の
結
果
の
若
干
例
を
、

(
一
二
三
一
年
～
)

(
一
二
四
八
年
二
二
五
五
年
)

(
一
二
五
七
年
か
)

次
に
表
覧
す
る
。

免 衣 虚 酋ィnHJ
愚 奇 A

(去 (去 (去 〈去 (去 (去 本

) ) ) 〉 濁
)

〉 資
料

免免免 衣衣 虚虚虚虚 虚< 愚<愚愚 愚 奇奇 B

(上
〉

(上
)

〈上
)

(上
)

〈上
)

(上
〉

(上
)

〈上
)

(上
)

(喜2 (圭2(上
、

(上
.

〈喜 (上
)

(上
〉 『

<想
〈

頒 服
(

仮

〈

妄

(
証
(

元
(

偽

〈

> 濁
)疲

>漏
〉鈍

濁
)亜

濁
〉疲

瑞
(

< 数
行

平(平 入 平平平上 上 ((心 ( 平 信
>)〉 )〉〉) 濁

〉
>

緩
〉

∧
2
>

) 〉〉 ) 証
し

虚

(上
)証
(平
)

虚
(上
〉天
(上
)

虚
(去
)空
(上
)<
2
>

猶
(上
〉霊
(上
〉

C

三
一帖
和
讃

』

免
(上
一妙
(平
〉

虚

(上
〉仮
(平
〉<
4
>

D

l唯

信

砂
L

(
<
　
　
>
内
は
、
複
数
の
場
合
の
例
数
。
)
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右
に
一
部
を
示
し
た
と
お
り
、
A
本
資
料
と
B
以
下
の
他
資
料
と
で
は
、
あ
き
ら
か
に

相
違
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本
資
料
と
B
以
下
の
他
資
料
と
に
は
、
加
点
時
期
の
相

違
以
外
に
、
文
献
の
性
格
の
相
違
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
資
料
は
経
文
の
字
音
直

読
資
料
で
あ
る
が
、
B
以
下
の
資
料
は
和
化
漢
文
あ
る
い
は
和
漢
混
清
文
の
漢
語
に
音

を
注
記
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
経
文
の
直
読
音
と
和
化
漢
文
・
和
漢
混
構
文
の
漢
語

の
昔
に
相
違
が
存
し
た
も
の
か
も
し
れ
ず
、
右
の
相
違
が
親
鸞
の
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
の

変
化
を
示
す
と
は
言
い
切
れ
な
い
点
が
残
る
。
和
化
漢
文
・
和
漢
混
靖
文
へ
の
親
鸞
の

若
い
時
期
の
加
点
資
料
、
あ
る
い
は
親
鸞
晩
年
の
字
書
直
読
資
料
の
出
現
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
相
違
が
何
に
よ
る
も
の
か
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
個
人
の
中

で
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
を
示
す
も
の
と
考
え
る
余
地
は
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
、
ア

ク
セ
ン
ト
の
平
板
化
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
一
人
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
、
時
を
隔
て
た
ア
ク
セ
ン
ト
加
点
資
料
を
残
す
人

物
を
親
鸞
以
外
に
求
め
、
追
及
し
た
い
問
題
で
あ
る
.
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

次
濁

次
清

韻

濁 清 鏡

濁 清 渇 清 濁 清 濁 清
本

書

八

~
○

二
-

一 九

二 例

四 二 八
四
〇

五
二 数

八
例
全
例
疑
母
の
漢
字
。

4
　
清
濁

本
資
料
の
声
点
は
、
い
わ
ゆ
る
清
濁
を
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
声
点
に
よ
っ
て
、
当

時
の
異
音
の
清
濁
の
実
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
来
の
研
究
に
し
た
が
い
、
『
韻
鏡
』
を
尺
度
と
す
る
こ
と
に
す
る
。
感
鏡
L
の
清

濁
と
本
資
料
の
清
濁
を
比
較
し
て
み
る
。
連
濁
に
よ
る
濁
音
を
除
外
す
る
た
め
に
、
句

頭
の
用
例
に
限
っ
た
。

右
の
よ
う
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
「
韻
鏡
L
の
活
・
次
活
・
次
濁
(
疑
母
を
除
く
)

は
本
資
料
で
清
に
、
渇
と
次
濁
疑
母
は
涼
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
国
中
古
音

(
1
4
)

の
清
涼
と
日
本
呉
音
の
清
濁
の
対
応
関
係
の
原
則
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
初
期
と
い
う
時
代
の
い
わ
ゆ
る
清
濁
の
表
記
は
、
悪
意
的
の
よ
う
に
見
え
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。
特
に
渇
の
表
示
は
必
ず
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
同
一
字
に
、
あ
る
箇
所
で
は
濁
の
表
示
を
し
な
が
ら
別
の
箇
所
で
は
し
な
い
と

(
1
5
)

い
う
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
親
鸞
の
清
濁
表
記
は
、
右
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
精
度
が
き
わ
め
て
高

ヽ
　
〇

..V

よ
っ
て
、
中
国
中
古
書
の
清
濁
と
日
本
異
音
の
清
濁
の
対
応
関
係
の
原
則
か
ら
外
れ

る
例
も
、
誤
点
で
は
な
く
、
日
本
呉
音
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
で
き

る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
例
で
あ
る
。

①
崩
鏡
L
「
活
」
1
本
資
料
「
一
流
」
<
九
例
>



〔
告
〕
告
(
平
濁
)
　
(
五
6
)

〔
掟
〕
掟
(
去
濁
)
廣
(
平
)
　
二
九
4
)

〔
深
〕
　
深
(
去
濁
)
信
(
平
)
　
(
四
七
2
)

〔
先
〕
先
(
去
濁
)
　
(
二
八
3
二
二
七
7
・
四
二
6
)

〔
分
〕
分
(
平
濁
)
斉
(
上
前
)
分
(
圭
)
明
　
(
一
五
5
)
　
分
(
平
濁
)
　
(
二
〇
5
)

〔
井
〕
井
(
去
濁
)
　
(
②
1
)

②
r
韻
鏡
」
「
次
活
」
1
本
資
料
「
一
濁
し
<
一
例
>

〔
充
〕
充
(
去
渇
)
満
(
平
)
　
(
③
4
)

③
r
韻
鏡
」
「
濁
し
1
本
資
料
「
・
清
」
<
一
八
例
>

〔
渠
〕
渠
(
上
〓
去
)
下
(
平
濁
)
　
(
二
〇
6
)

〔
疾
〕
疾
(
入
急
)
至
(
乎
)
　
(
三
5
)

〔
愁
〕
愁
(
去
)
憂
(
上
)
　
(
六
2
)

〔
尚
〕
尚
(
去
)
無
(
上
)
　
(
⑤
6
)

〔
臣
〕
　
臣
(
平
)
　
(
五
2
・
五
4
)

〔
池
〕
池
(
去
)
底
(
上
)
　
(
③
4
)
　
池
(
去
)
中
(
上
)
　
(
③
6
)

〔
被
〕
被
(
平
)
　
(
六
2
)

〔
免
〕
苑
(
平
)
雁
(
平
漏
)
　
(
三
〇
1
)

〔
盗
〕
盗
(
喜
　
(
五
七
4
)

〔
賂
〕
璋
丁
イ
反
(
去
)
泣
(
入
緩
)
(
七
6
)

〔
華
〕
　
華
(
去
)
上
　
二
九
〇
・
五
八
4
)

た
だ
し
、
左
の
匝
母
の
字
は
、
呉
音
で
頭
音
り
行
と
な
り
、
問
題
で
は
な
い
。

〔
或
〕
　
或
(
入
緩
)
有
國
土
　
(
九
2
)

〔
黄
〕
黄
(
去
)
金
(
上
濁
)
　
(
④
2
)
　
黄
(
去
)
色
(
③
7
)

親
鸞
筆
r
阿
蒲
陀
経
二
観
無
量
壽
経
』
　
の
漠
字
音
に
つ
い
て

〔
和
〕
和
(
去
)
鳴
(
平
)
　
(
二
一
5
)

(
1
6
)

こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
岡
本
勲
の
検
討
が
あ
る
。
そ
の
検
討
資
料
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
古
辞
書
・
音
義
で
あ
る
。
本
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
、
生
の
読
詞
書
を
反
映
す
る

資
料
の
具
体
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
　
入
声
点
の
機
能

本
資
料
に
み
ら
れ
る
特
殊
な
声
点
形
式
は
、
本
資
料
以
外
の
親
鸞
遺
文
の
な
か
で
は
、

(
1
7
)

前
引
の
　
1
数
行
信
証
し
　
に
の
み
見
ら
れ
る
。
こ
の
声
点
の
形
式
は
、
現
存
資
料
の
な
か

で
は
、
親
鸞
の
比
較
的
若
い
時
期
の
加
点
資
料
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
数
行
信
証
し
　
に
見
ら
れ
る
入
声
点
は
、
い
ま
だ
開
音
節
化
し
て
い
な
か
っ
た
舌
内

キ
7

入
声
と
入
声
の
促
音
を
「
急
」
で
、
す
で
に
開
音
節
化
し
て
い
た
喉
内
入
声
・
唇
内
入

ユ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

8

)

声
を
「
緩
」
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
本
資
料
の
入
声
点
の
機
能
を
調
査
し
て
み
る
。

『
数
行
信
託
』
と
の
比
較
の
便
の
た
め
、
入
声
点
の
種
類
と
下
接
字
の
頭
書
の
別
と

に
よ
っ
て
整
理
す
る
。
た
だ
し
、
本
資
料
の
声
点
は
、
『
教
行
信
証
』
と
は
異
な
り
、
字

音
直
読
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
入
声
点
加
点
字
が
、
句
末
か
そ
れ
以
外

か
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
そ
の
判
定
は
親
鸞
加
点
の
句
切
り
点
に
よ
る
。
な
お
、
以
下
、

・
を
活
急
二
を
濁
急
・
…
を
清
緩
・
↑
を
濁
緩
と
す
る
親
鸞
の
用
語
を
用
い
る
。

キ
フ

a
　
「
急
」
　
の
声
点

ア
句
末
の
例
(
(
　
)
内
は
延
べ
数
)

舌
内
入
声
-
清
急
1
7
　
(
2
2
)
　
濁
急
7
　
(
8
)
　
計
2
4
　
(
3
0
)

唇
内
入
声
-
清
急
0

境
内
入
声
-
清
急
1
　
(
2
)

濁
急
0

濁
急
0

0

1
　
(
2
)

二
七
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イ
句
末
以
外
の
例
(
延
べ
数
で
あ
る
。
空
欄
は
用
例
無
し
。
以
下
同
じ
。
)

喉 唇 舌 接

字

声
点

内 内 内

濁 清 濁 清 濁 清
急 急 急 急 急 急 の頭

許
5 94 5 2 6 3 九

,
2 11 6 3 41 サ

2 2 タ

2 1 1 1 5 ヽノ

2 3 ガ

2 2 ザ

1 3 ダ

1 2 ヾノ

5 ア

2 ナ

2 2 マ

1 ヤ

2 ~フ

2 ワ

ユ
ル

b
　
「
緩
」
　
の
声
点

ア
句
末
の
例
(
(
　
)
内
は
延
べ
数
)

舌
内
入
声
-
清
緩
0
　
　
　
濁
緩
0

計
0

唇
内
入
声
-
清
緩
4
　
(
1
0
)
濁
緩
4
　
(
8
)
　
8
　
(
1
8
)

喉
内
入
声
-
清
緩
1
1
　
(
1
5
)
　
濁
緩
9
　
(
2
8
)
　
2
0
　
(
4
3
)

イ
句
末
以
外
の
例

喉 唇 舌 下

接
字

声
点

内 内 内

濁 活 濁 清 濁 清
緩 緩 緩 緩 緩 緩 の

頭
音

5 6 2 4 4 ち

4 91 3 サ

6 タ

1 4 1 1 1 ヽノ

2 9 ガ

2 6 3 ザ

5 2 タ

6 ヾノ

2 4 1 2 2 ア

3 4 1 3 ナ

2 2 1 1 マ

ヤ

7 3 1 1 ~フ

2 1 2 ワ

二
八

右
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
『
数
行
信
証
』
と
同
様
に
、
「
急
」
の
声
点
は
、
舌
内
入
声

ま
た
は
促
音
化
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
入
声
字
(
無
声
音
が
続
く
場
合
)
　
に
加
点
さ

れ
、
「
緩
」
の
声
点
は
、
下
接
字
の
頭
書
に
か
か
わ
り
な
く
、
唇
内
・
喉
内
入
声
字
に
対

し
て
加
点
さ
れ
て
い
る
。

例
外
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
喉
内
入
声
で
句
末
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
急
」

の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
次
の
一
字
二
例
で
あ
る
。

〔
逼
〕
所
逼
(
人
急
)
　
二
三
5
)
　
苦
逼
(
入
急
)
　
(
五
九
6
)

こ
の
「
逼
」
は
、
『
法
華
経
単
字
L
で
「
ヒ
ツ
」
、
『
観
智
院
本
類
策
名
義
抄
し
の
「
和
音
」

で
も
「
ヒ
チ
」
と
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
。
『
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
諭
し
屈
ハ
福
寺
本
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
も
「
ヒ
ツ
」
の
加
点
が
見
ら
れ
、
当
時
、
日
本
沃
字
音
で
は
、

舌
内
入
声
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
資
料
の
例
も
、
そ
れ
を
反
映
し

ヒ

チ

　

　

ス

た
も
の
で
あ
る
。
親
鸞
『
数
行
信
証
し
に
も
、
「
逼
(
入
)
悩
(
三
1
5
)
」
の
例
が
あ
る
。

例
外
の
第
二
は
、
舌
内
入
声
で
あ
り
な
が
ら
「
緩
」
の
声
点
が
加
点
さ
れ
た
左
の
四

字
十
一
例
で
あ
る
。
(
<
　
>
内
は
複
数
の
場
合
の
例
数
を
示
す
。
)

〔
こ
一
(
入
竺
巻
(
平
)
　
二
人
琶
一
<
2
>
　
二
人
竺
貿
像
　
第
十
二
人
誓
観

二
人
竺
日

〔
七
〕
第
七
(
入
些
観
　
経
七
(
入
急
)
七
(
入
竺
日

〔
八
〕
第
八
(
入
竪
観
(
平
)

〔
日
〕
　
日
(
人
望
日
　
日
(
入
些
没
(
人
急
)

右
の
う
ち
、
「
二
日
」
は
、
『
数
行
信
証
し
に
お
い
て
も
「
援
」
の
声
点
加
点
例
が
、

次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

〔
こ
　
二
人
提
)
時
(
上
)
　
二
人
竺
異
(
平
)
　
二
人
竺
之
言
(
上
空
　
第
二
人
望

二
人
翌
日
(
人
望
一
(
入
竺
百
(
人
竺
五
(
上
空
十
(
人
竺
年



〔
日
〕
　
日
(
入
琶
　
二
人
竺
日
(
人
望
　
今
(
去
)
日
(
入
竺

ま
た
、
親
鸞
の
加
点
本
を
移
点
し
た
と
考
え
ら
れ
る
龍
谷
大
学
蔵
表
芸
葦
吋
緩
』
で
も

(
1
9
)

「
七
・
日
」
に
左
の
「
緩
」
の
加
点
例
が
存
す
る
。

〔
七
〕
　
七
(
入
琶
歩
(
乎
濁
)

〔
日
〕
　
日
(
入
竺
世

右
の
よ
う
な
語
の
中
で
は
、
当
時
す
で
に
、
こ
れ
ら
の
漢
字
が
開
音
節
化
し
て
発
音
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
舌
内
入
声
の
漢
字
の
韻
尾
が
「
仏
プ

ツ
」
「
物
モ
ツ
」
「
出
シ
ユ
ツ
」
な
ど
、
「
-
ツ
」
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
今
日
に
至

る
流
れ
の
中
で
、
右
の
「
一
・
七
・
八
・
日
」
は
、
今
日
で
も
「
-
チ
」
と
書
か
れ
読

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
他
の
舌
内
入
声
の
漢
字
よ
り
も
早
い
時
期
に
、
「
-
チ
」

の
書
で
発
音
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
証
明

は
因
雉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
特
殊
な
声
点
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
漠
字
音
注
を
丁
寧
に
記
し
た
親
鸞
遺
文
は
、

貴
重
な
文
献
群
で
あ
る
。

親
鸞
の
漢
字
音
の
全
体
像
を
知
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
各
資
料
の
個
別
的
な
調
査
が

優
先
す
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
親
鸞
筆
『
阿
珊
陀
鐙
二
親
無
量
壽
経
』
に
加
点
さ
れ
た
漠
字

書
注
か
ら
知
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

今
後
さ
ら
に
、
親
鸞
の
他
資
料
に
つ
い
て
、
本
稿
の
よ
う
な
調
査
・
分
析
を
お
こ
な

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注(
1
)

(
2
)

(
2
)

五
、
む
す
ぴ

古
代
語
か
ら
近
代
語
に
変
化
す
る
過
渡
期
に
あ
た
る
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
日
本
語
の

実
態
を
知
る
こ
と
は
、
日
本
語
の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
当
期
の
一
個
人
の
言
語
の
全
容
を
で
き
る
限
り
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
筆
者
は
、
日
本
漠
字
音
の
歴
史
を
究
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
、

右
の
方
法
に
依
ろ
う
と
す
れ
ば
、
一
個
人
の
漠
字
音
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
文
献
が
必
要
で
あ
る
。
.
し
か
し
、
そ
の
資
料
は
、
非
常
に
限
定
さ
れ
る
。
漢
字
・

漢
語
を
書
い
た
も
の
は
多
い
が
、
一
個
人
が
そ
の
昔
を
大
量
に
注
記
し
た
も
の
は
少
な

親
鸞
筆
『
阿
禰
陀
鐙
二
親
無
量
詩
経
し
　
の
漠
字
音
に
つ
い
て

(
6
)

佐
々
木
勇
「
龍
門
文
庫
蔵
r
浄
土
三
部
控
し
℃
っ
い
て
」
<
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
三
韓
、

一
九
九
〇
年
一
〇
月
>
参
照
。

r
親
鸞
聖
人
眞
蹟
集
成
　
第
七
巻
L
<
法
蔵
館
>
の
「
解
説
」
参
照
。

小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行
信
証
古
点
」
∧
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要

第
2
輯
>
、
沼
本
克
明
「
漠
字
音
に
於
け
る
促
音
の
表
示
法
」
<
「
国
文
学
放
」
第
六
十
九
号
>
参

照
。

「
比
治
山
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
二
七
～
二
九
号
。
一
九
九
二
～
一
九
九
三
)
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
「
龍
谷
大
学
蔵
『
無
量
詩
経
し
　
の
訓
点
に
つ
い
て
-
定
家
仮
名

道
に
よ
る
訓
読
点
と
親
鸞
の
字
音
点
-
」
　
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
六
韓
、
一
九
九
三
年
五
月
)

に
述
べ
た
。

こ
の
声
点
の
方
式
に
つ
い
て
沼
本
克
明
は
、
注
(
3
)
引
用
論
文
で
「
こ
の
親
鸞
の
方
法
は
そ
の

前
後
の
時
期
に
他
に
同
類
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
所
か
ら
判
断
し
て
、
親
鸞
一
代
限

り
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
一
例
、
入
声
点
と
と
も
に
平
声
点
が
加
点
さ
れ
た
次
の
例
が
あ
る
。
「
盲
(
平
=
人
)
生
(
去
)
(
八

3
)
」
。高

松
政
雄
「
呉
音
声
点
の
性
格
」
　
(
「
国
語
国
文
」
一
九
八
〇
年
三
月
)
。

「
異
音
声
調
-
親
鸞
の
場
合
-
」
(
「
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
　
人
文
科
学
」
第
二
六
巻
。

二
九



佐
々
木
　
　
　
勇

一
九
七
八
年
二
月
)
。

(
1
0
)
　
沼
本
克
明
「
呉
書
の
声
調
体
系
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
学
」
第
一
〇
七
軽
、
一
九
七
六
年
一
二
月
。

後
、
r
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
L
に
修
正
所
収
)
。

(
1
1
)
　
佐
々
木
勇
「
呉
音
〓
日
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
韓
、
一
九

八
七
年
五
月
)
参
照
。

(
1
2
)
　
注
1
引
用
の
拙
稿
、
参
照
。

(
1
3
)
　
本
文
の
大
部
分
は
、
親
鷲
真
跡
で
は
な
い
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
問
題
に
し
て
い

る
声
点
は
、
親
鸞
の
加
点
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
r
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
　
第
三
巻
L
<
一

九
七
四
年
、
法
蔵
館
>
「
解
説
」
参
照
)
。
「
正
俊
末
法
和
讃
」
で
は
、
其
環
だ
と
判
定
さ
れ
て
い

る
部
分
に
だ
け
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
声
点
は
親
鸞
の
加
点
で
あ
る
と
本
稿
の
筆

者
も
判
断
す
る
。

(
1
4
)
　
沼
本
克
明
百
本
漠
字
音
の
歴
史
し
　
〓
ハ
頁
～
二
四
頁
、
参
照
。

(
空
　
佐
々
木
勇
「
声
点
「
△
」
の
機
能
」
(
「
か
が
み
」
第
三
+
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
)
参
輿

(
埜
　
「
往
昔
本
.
開
蒙
要
訓
L
と
日
本
漠
字
書
-
清
濁
の
ゆ
れ
を
め
ぐ
っ
て
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点

資
料
」
第
七
八
韓
。
一
九
八
七
年
一
〇
月
)
、
「
日
本
漠
字
書
に
於
け
る
頭
子
音
の
清
濁
-
韻
鏡
活

の
字
に
し
て
日
本
字
音
揃
と
な
る
も
の
に
就
て
ー
(
上
)
(
下
)
」
(
「
国
語
国
文
」
一
九
六
八
年
一

二
月
、
一
九
六
九
年
一
月
)
。
と
も
に
、
.
日
本
漠
字
書
の
比
較
音
韻
史
的
研
究
二
一
九
九
一
年
、

桜
楓
社
)
　
に
所
収
。

(
望
　
こ
の
他
に
、
親
鷲
の
加
点
本
を
移
点
し
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
で
同
様
な
声
点
形
式
の
も
の
が
・

一
点
報
告
さ
れ
て
い
る
(
佐
々
木
勇
注
5
論
文
参
照
)
。
西
本
願
寺
本
r
唯
信
抄
L
・
専
修
寺
本
r
浄

土
高
僧
和
声
に
も
同
様
の
点
図
か
存
す
る
も
の
の
、
実
際
の
加
点
は
こ
の
形
式
に
依
っ
て
い
な

ヽ

　

0

-
Y

(
ほ
)
　
注
(
3
)
論
文
、
参
照
。

(
1
9
)
　
こ
の
資
料
で
は
ほ
か
に
「
扶
・
裂
・
践
・
徹
」
に
一
例
ず
つ
「
緩
」
の
例
が
存
す
る
(
壁
土
)

扶
(
入
竣
〉
　
裂
〈
入
竺
魔
(
去
)
　
瓔
人
墾
田
(
上
)
　
徹
(
人
綬
)
磨
)
。

(
言
語
文
化
学
科
　
日
本
語
文
化
専
攻
)

二
九
九
四
二
〇
二
五
受
理
)

三
〇




